
判断基準

本学の状況

0
感染を予防でき、拡大の懸念がない

状況
通常 通常 通常 通常 通常 通常

1

次のいずれかの状況にある場合

・学生や教職員が感染したものの、

学内での感染者集団の形成には至ら

ず、本学の活動に影響がない状況

・学内で感染者集団が発生し、施設

の一時閉鎖で収まり、本学の活動に

大きな影響がないと判断できる状況

感染防止対策を講じたう

えで、可。学生・教職員

以外、不要不急の来学自

粛。(来学時には受付が必

要）

感染防止対策を講じたう

えで、対面授業を実施

（一部オンライン併用)

原則自粛。ただし、感染

症対策を講じた活動計画

書を提出し、許可された

場合は活動可能。

感染症対策を講じたうえ

で、対策本部にて認めら

れた場合のみ可。

感染防止対策を講じたう

えで、出校可能。感染拡

大地域への出張は自粛。

感染防止対策を講じたう

えで、出校可能。

窓口通常取扱時間。

2 ・学内で感染者が発生し、今後感染

拡大が懸念されると判断できる状況

不要不急の入構自粛。

緊急事態宣言区域・外

出・移動制限地域からの

来学の禁止。（教職員・

学生、対策本部にて入構

を認められた者を除く）

【1/18(火)～1/20(木)】

【1/28(金)～2/3(木)】

感染防止対策を講じた対

面授業とオンライン授業

を併用する。(秋学期末試

験期間は既に案内とおり

実施)

原則自粛。感染症対策を

講じた活動計画書を提出

し、許可された場合は活

動可能。公式大会につい

ては、主催者の要項に準

じ、許可することができ

る。ただし、合宿、練習

試合は原則禁止。

原則不可。やむを得ない

事情により、対策本部に

て認められた場合のみ

可。

※下欄参照

業務上、必要な場合に限

り、感染防止対策を講じ

たうえで、出校可能。感

染拡大地域への出張は自

粛。

感染防止対策を講じたう

えで、出校可能。事務は

窓口時間を短縮して、業

務を遂行。

3
学内で感染者集団が発生し、キャン

パスの一時閉鎖が必要な状況

原則入構禁止。事由によ

り事前予約、許可制

【1/21(金)～1/27(木)】

オンライン授業

【1/18(火)～当面】

活動禁止
不可

大学機能維持のため最小

限のみ出校可

大学機能維持業務に必要

な職員のみ出勤。在宅勤

務。窓口はメールまたは

電話にて対応。

4

次のいずれかの状況にある場合

・学内で感染者集団が発生し、一時

閉鎖が必要な状況

・自治体からの要請により、大学を

閉鎖すべき状況

・自治体からの要請により、通学や

通勤が困難な状況

入構禁止 オンライン授業 活動禁止 不可
大学機能維持のため最小

限のみ出校可

大学機能維持業務に必要

な職員のみ出勤。在宅勤

務。窓口はメールにて対

応。

その他、イベントの開催、会議は、政府や自治体等の判断に準じて決定します。

新型コロナウイルス感染拡大状況に応じた活動レベル指針
2022年1月18日現在の本学の活動レベルは、以下のとおりとなります。太枠の色のついた箇所が該当するレベルです。
この活動レベル指針は、今後の状況の変化により、内容を変更する可能性があります。
詳細な本学の新型コロナウイルス感染症対策については、引き続き、対応方針を随時更新して、ホームページ等でお知らせします。

2022年1月18日
びわこ学院大学・びわこ学院大学短期大学部　新型コロナウイルス感染症対策本部

本学

活動

レベル

キャンパス入構 授業 課外活動
施設利用

(学生・教職員以外)
研究活動 業務


